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中継輸送の候補拠点に関する検討 
物流に関する 2024 年問題を踏まえ、1 つの対応案としての中継輸送の取組が求め

られる都道府県間 OD について統計データを用いて分析した。その結果、長距離輸送

が多い OD を空間的に確認すると、宮城県⇔首都圏⇔愛知県、大阪府⇔福岡県の間に

中継輸送拠点が必要となることを示した。中継輸送拠点候補箇所として、宮城県⇔首

都圏間では、宮城県（仙台市）と栃木県（宇都宮市）の距離は約 250km であり、中

継輸送拠点の望ましい距離となるため、中継輸送拠点は栃木県の宇都宮もしくは宇

都宮以北に整備することが考えられる。また、各地域の貨物を集積する拠点を長距離

輸送の発着地となる宮城県、首都圏に整備することが考えられる。 
 

広域道路のサービスレベルに関する調査 
関東地方整備局管内の新広域道路交通計画における広域道路ネットワークについ

て、周辺道路を含むサービスレベルを評価するための各種指標等の算定を行った。 
なお、都市間流動量が多い（ポテンシャルが高い）にも関わらず、道路混雑等の

影響で所要時間が相対的に長くなっている場合、新たな高規格道路の必要性が高い

と考えられることから、今後は、調査中及び構想路線を含む首都圏広域道路ネット

ワークを踏まえた地域のポテンシャルや広域道路ネットワークの必要性の整理を行

っていくことが重要である。 




